
 

西東京市立谷戸第二小学校 

校 長  鈴木 優介 

 栄養教諭 根本 紀子 

令和 7年 2月 27日 
 
寒さが緩みはじめ、春の訪れがそこかしこに感じられる陽気になってきました。早いもので、今の学年で過ごす日も残りわずかになりました。 

一年間の学校生活はどうでしたか。進級、進学に向けて一年のまとめと日頃の食生活についても振り返ってみましょう。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月
こんげつ

の給食
きゅうしょく

目標
もくひょう

：感謝
かんしゃ

して食べよ
た   

う 

朝ごはんを毎日 

欠かさず食べている 

食事の前に手を 

きれいに洗っている 

正しい姿勢で、よく 

かんで食べている 

 

苦手な食べ物にも 

挑戦している 
おやつは時間と量を 

決めて食べるように 

している 

おはしを上手に 

使うことができる 

 

食べたら歯を磨いて 

いる 

おうちで食事の 

お手伝いをしている 

家族や仲間と食事を 

楽しんでいる 

心も体も成長途中の皆さんにとって、食事から栄養をしっかりとること、食事を楽しむことが大切です。 

食べることは、生きること。楽しみでもあり、家族や友人などとの団欒でもあり、生命を維持するものです。 

「食べる」ということは、肉や魚、米、野菜など、生き物の「命」をいただき、わたしたちの「命」をつないでい

くことです。「いただきます」「ごちそうさま」という感謝の気持ちを忘れずに「食べる」こと、そして自分自身の

「命」を大切に未来へ向かって歩んでください。 

給食を通して学んだことを思い出しながら、毎日の食生活をよりよいものにしてほしいと願っています。 
 

 

縄文風給食 

したのやムラの しーた 
したのやムラの のーや 

3月10日は平成27年に、西東京市東伏見にある「下野谷遺跡」が国の史跡に指定された記念日「したのや

の日」です。下野谷遺跡は、今から4,000～５,000年前の縄文時代にムラのあった場所です。縄文時代の人た

ちは、ムラのまわりの森や川で取れるものを工夫して食べていました。また、マメなどを育て、時には交易で食

べ物を得ていたそうです。 

この日の給食では、下野谷のムラの人たちが食べていたとされる穀物、栗、魚、豆、山菜、キノコ、アズキな

どを使った「縄文風給食」です。 

 

 

 


